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日
本
の
川
は
い
く
つ
流
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

　

わ
が
国
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
数
の
川
が
流
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
編
・
発
行
『
河
川
大
辞
典
』（
１
９
９
１
）
に
は
石
狩
川
を
始
め
と
し
て
約
２

万
６
０
０
０
の
河
川
が
収
録
さ
れ
、
一
級
河
川
、
二
級
河
川
、
準
用
河
川
の
く
わ
し
い

デ
ー
タ
を
網
羅
し
て
い
る
。
河
川
の
通
称
、
別
称
、
古
称
、
河
川
等
級
、
上
流
端
、

下
流
端
、
併
合
、
合
流
先
と
合
流
点
、
流
出
先
と
流
出
地
点
、
水
源
地
、
河
川
延
長
、

流
域
面
積
、
所
属
水
系
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
河
川
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
多
数
の
群
小
河
川
が
ひ
き
し
め
あ

っ
て
お
り
、
急
流
が
多
く
洪
水
時
に
は
川
の
規
模
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大

量
の
洪
水
流
量
が
発
生
す
る
。
氾
濫
原
に
人
口
と
資
産
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
た

び
た
び
水
害
が
生
じ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
川
の
特
性
か
ら
、
出
水
が
な
い
時
期
に

は
穏
や
か
な
河
川
と
な
り
、
人
々
の
生
活
や
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
河
川
は
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
川
で

あ
り
、
里
川
で
も
あ
る
。

里
川
の
す
す
め

　

鳥
越
晧
之
編
『
里
川
の
可
能
性
―
利
水
・
治
水
・
守
水
を
共
有
す
る
』（
新
曜
社
・
２

０
０
６
）
で
は
、「
日
本
列
島
の
地
図
を
広
げ
て
み
る
と
、
川
が
ま
る
で
灌
木
の
枝
の
よ

う
に
細
か
く
分
か
れ
な
が
ら
国
土
を
流
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
日
本
列
島

に
お
け
る
特
徴
で
あ
る
。
実
際
は
さ
ら
に
、
こ
の
細
か
な
枝
が
毛
細
血
管
の
よ
う
に

分
か
れ
て
お
り
ど
の
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
、
近
く
に
毛
細
血
管
に
あ
た
る
複
数
の

川
や
水
路
に
出
く
わ
す
こ
と
に
な
る
。
私
た
ち
が
里
川
と
呼
ぶ
川
は
、
こ
の
細
か
な

枝
や
毛
細
血
管
の
う
ち
、
身
近
に
利
用
し
て
い
る
水
域
を
意
味
し
て
い
る
」
と
、
里

川
を
捉
え
て
い
る
。

　

里
を
縫
っ
て
流
れ
下
る
川
を
里
川
と
言
っ
て
も
よ
い
。
地
域
に
お
い
て
日
常
の
生

活
で
利
用
さ
れ
て
い
る
川
、
愛
さ
れ
て
い
る
川
、
生
物
の
豊
か
な
川
、
環
境
保
全
が

な
さ
れ
て
い
る
川
、
そ
の
里
川
を
北
か
ら
南
へ
追
っ
て
み
る
。

北
海
道
の
里
川

　

北
海
道
と
い
え
ば
、
や
は
り
石
狩
川
が
代
表
的
な
川
で
あ
ろ
う
。
堀
淳
一
著
『
わ

た
し
の
北
の
川
』（
北
海
道
新
聞
社
・
１
９
９
４
）、
豊
田
實
大
著
『
あ
さ
ひ
か
わ
の
川
』（
旭

川
振
興
公
社
・
２
０
０
０
）。
札
幌
市
教
育
委
員
会
編
『
豊
平
川
（
さ
っ
ぽ
ろ
文
庫
４
）』

（
北
海
道
新
聞
社
・
１
９
７
８
）、
北
海
道
開
発
局
網
走
開
発
建
設
部
編
・
発
行
『
網
走
川

の
生
物
』（
１
９
８
２
）、
濱
田
良
平
著
『
北
海
道
静
内
川
』（
光
村
印
刷
・
１
９
９
４
）、
函

館
・
松
倉
川
を
考
え
る
会
編
『
清
流 

松
倉
川
』（
幻
洋
社
・
１
９
９
７
）、
佐
藤
尚
著
『
釧

路
川
紀
行
』（
釧
路
市
・
１
９
７
７
）、
石
狩
川
開
発
建
設
部
編
・
発
行
『Let'GO

 

千
歳

川
』（
２
０
０
７
）。

　

石
城
謙
吉
著
『
小
川
の
増
自
然
―
幌
内
川
で
の
試
み
』（
新
潟
の
水
辺
を
考
え
る
会
・
１

９
９
４
）、
漁
川
保
護
少
年
団
・
製
作
『
漁
川
物
語
』（
恵
庭
市
市
立
恵
み
野
小
学
校
・
１
９

９
３
）、
千
葉
章
仁
・
文
『
十
勝
ふ
る
さ
と
紀
行
５
―
利
別
川
・
浦
幌
川
』（
帯
広
信
用
金

庫
・
１
９
９
８
）、
同
『
十
勝
ふ
る
さ
と
紀
行
４
―
広
尾
の
川
』（
同
・
１
９
９
７
）、
同

『
十
勝
ふ
る
さ
と
紀
行
１
―
十
勝
川
左
岸
域
』（
同
・
１
９
９
４
）。

東
北
地
方
の
里
川

　

青
森
県
を
歩
く
と
、
ど
こ
に
で
も
岩
木
山
が
つ
い
て
く
る
。
そ
し
て
岩
木
川
が
一

体
と
な
っ
て
流
れ
る
。
青
森
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
岩
木
川
へ
行
っ
て
み
よ
う

（
生
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
）』（
２
０
０
１
）、
川
嶋
亮
太
・
絵
／
国
香
よ
う
子
・
文
『
馬
渕

川
の
た
び
』（
熊
谷
印
刷
出
版
部
・
１
９
８
４
）、
二
科
会
写
真
部
秋
田
支
部
編
・
発
行

『
秋
田
の
川
―
美
し
き
・
い
の
ち
育
む
ふ
る
里
の
流
れ
（
雄
物
川
・
子
吉
川
・
米
代

川
・
奈
曽
川
・
鳥
越
川
）』（
１
９
９
６
）、
酒
田
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
庄
内
水
紀

行
』（
１
９
９
３
）、
子
吉
川
市
民
会
議
編
・
発
行
『
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
え
る
子
吉
川
を
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め
ざ
し
て
』（
２
０
０
２
）、
高
野
喜
代
一
著
『
子
吉
川
風
土
誌
』（
秋
田
文
化
出
版
社
・
１

９
７
７
）、
同
『
続
子
吉
川
風
土
誌
』（
秋
田
文
化
出
版
社
・
１
９
７
８
）、
宮
腰
喜
久
治
・

絵
『
母
と
子
の
絵
本
も
の
が
た
り
―
阿
仁
川
の
た
び
』（
建
設
省
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務

所
・
１
９
９
５
）。

　

江
刺
節
子
・
佐
藤
忠
幸
・
江
刺
洋
司
共
著
『Sendai

広
瀬
川
ル
ネ
サ
ン
ス
―
過
去

か
ら
未
来
へ
の
提
言
』（
本
の
森
・
２
０
０
５
）、
畠
山
直
哉
著
『
気
仙
川
』（
河
出
書
房
新

社
・
２
０
１
２
）、
吉
田
隆
治
編
『
夏
井
川
流
域
紀
行
』（
い
わ
き
地
域
学
会
出
版
部
・
１
９
８

９
）、
同
『
鮫
川
流
域
紀
行
』（
い
わ
き
地
域
学
会
出
版
部
・
１
９
９
０
）、
同
『
藤
原
川
流
域

紀
行
』（
い
わ
き
地
域
学
会
出
版
部
・
１
９
９
１
）。

　

只
見
川
の
風
景
は
旅
情
が
か
き
た
て
て
く
れ
る
。
星
賢
孝
・
写
真
・
文
『
奥
会
津
・

只
見
線　

四
季
彩
々
』（
歴
史
春
秋
出
版
・
２
０
１
９
）、
北
日
本
印
刷
編
・
発
行
『
只
見

川
ラ
イ
ン
旅
物
語
』（
１
９
９
０
）。

関
東
地
方
の
里
川

　

利
根
川
は
、
長
野
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
を
流
れ
下
り
、
多
く
の
里
川
を
形
成
す
る
河
川
の
源
と
言
え
る
。
利
根
牧
水
会

編
・
発
行
『
牧
水
利
根
の
旅
』（
１
９
６
５
−
６
６
）、
小
林
二
三
雄
編
『
烏
川
の
源
流
』

（
み
や
ま
文
庫
･
１
９
９
１
）、
思
川
の
自
然
調
査
委
員
会
編
『
都
市
の
清
流　

思
川
を

歩
く
―
水
面
に
映
る
自
然
た
ち
』（
小
山
市
教
育
委
員
会
・
１
９
９
４
）、
鈴
木
広
義
著

『
吾
妻
川
』（
吾
妻
新
聞
社
・
１
９
８
５
）、
長
谷
川
龍
雄
著
『
広
瀬
川
流
域
史
考
』（
伊
勢

崎
郷
土
文
化
協
会
・
１
９
７
８
）、
小
林
寛
治
著
『
よ
み
が
え
れ
生
き
も
の
た
ち
―
空
堀

川
の
水
生
生
物
』（
け
や
き
出
版
・
２
０
０
１
）、
飯
野
頼
治
著
『
埼
玉
の
川
を
歩
く
―
地

図
で
た
ど
る
渓
流
・
里
川
・
用
水
』（
さ
き
た
ま
出
版
会
・
２
０
１
２
）、
斎
藤
裕
也
・
藤

田
宏
之
共
著
『
埼
玉
の
里
川　

都
幾
川
の
生
き
も
の
た
ち
』（
ま
つ
や
ま
書
房
・
２
０
２

０
）。

　

い
ば
ら
き
の
川
紀
行
編
集
委
員
会
編
・
発
行
『
い
ば
ら
き
の
川
紀
行
―
久
慈
川
・

那
珂
川
・
涸
沼
川
・
恋
瀬
川
・
桜
川
・
小
貝
川
・
鬼
怒
川
』（
２
０
０
５
）、
栗
林
芳
實
・

東
敏
雄
共
著
『
久
慈
川
・
那
珂
川
』（
随
想
社
・
２
０
０
７
）、
多
田
貢
著
『
那
珂
川
物
語

―
昔
の
面
影
を
残
す
流
域
文
化
へ
の
誘
い
』（
暁
印
書
館
・
１
９
８
８
）、
鈴
木
健
著
『
恋

瀬
川
物
語
―
川
の
名
を
源
流
に
遡
る
』（
筑
波
書
林
・
１
９
９
４
）、
地
引
春
次
著
・
発
行

『
私
た
ち
の
養
老
川
』（
１
９
８
７
）、
遠
山
あ
き
著
『
養
老
川
雑
記
』（
崙
書
房
・
１
９
９

２
）、
石
川
松
五
郎
・
写
真
『
養
老
川
―
流
れ
る
自
然
詩
』（
千
葉
日
報
社
・
１
９
９
３
）、

同
『
小
湊
鉄
道
と
養
老
川
―
渓
流
と
沿
線
の
ふ
る
さ
と
讃
歌
』（
千
葉
日
報
社
・
２
０
０

１
）。

　

江
戸
・
東
京
の
里
川
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
を
開
い
て
以
来
、
縦
横
無
尽
に
開
削

さ
れ
て
き
た
。
栗
田
彰
著
『
江
戸
の
川
あ
る
き
』（
青
蛙
房
・
１
９
９
９
）、
森
記
念
財
団

編
・
発
行
『
古
川
物
語
』（
１
９
９
２
）、
坂
田
正
次
著
・
発
行
『
曳
舟
川
』（
１
９
７
３
）、

高
梨
輝
憲
著
・
発
行
『
小
名
木
川
物
語
』（
１
９
８
７
）、
伊
藤
晃
著
『
江
戸
川
物
語
』（
崙

書
房
・
１
９
８
１
）、
松
戸
市
立
博
物
館
編
『
江
戸
川
の
社
会
史
』（
同
成
社
・
２
０
０
５
）、

流
山
市
立
博
物
館
友
の
会
編
『
江
戸
川
読
本
―
甦
え
れ
！ 

ふ
る
さ
と
の
川
』（
崙
書
房
・

１
９
９
１
）、
同
『
東
葛
流
山
研
究
第
12
号
―
江
戸
川
・
歴
史
と
暮
ら
し
』（
崙
書
房
・
１

９
９
３
）、
岩
垣
顕
著
『
神
田
川
遡
上
―
総
延
長
25
・
５
キ
ロ
』（
街
と
暮
ら
し
社
・
２
０
０

６
）、
朝
日
新
聞
社
会
部
編
『
神
田
川
』（
未
来
社
・
１
９
８
２
）、
羽
村
市
郷
土
博
物
館
編

『
玉
川
上
水
散
策
』（
羽
村
市
教
育
委
員
会
・
１
９
９
５
）、
福
田
恵
一
・
文
『
玉
川
上
水 

武

蔵
野 

ふ
し
ぎ
散
歩
―
狭
山
丘
陵
か
ら
新
宿
ま
で
の
７
コ
ー
ス
』（
農
文
協
・
２
０
１
１
）、

桜
井
保
秋
・
写
真
『
玉
川
上
水
―
水
と
緑
と
花
の
径
』（
桜
井
写
真
事
務
所
・
１
９
９
５
）、

鍔
山
英
次
・
写
真
／
若
林
高
子
・
文
『
写
真
譜　

生
き
て
い
る
野
川
』（
創
林
社
・
１
９

９
１
）、
同
『
生
き
て
い
る
野
川
そ
れ
か
ら
』（
創
林
社
・
２
０
０
１
）、
赤
羽
政
亮
著
『
野

川
・
神
田
川
・
目
黒
川
』（
創
林
社
・
１
９
９
４
）、
渡
邊
秀
樹
編
『
消
え
た
川
を
た
ど

る
！ 

東
京
ぶ
ら
り
暗
渠
探
検
』（
洋
泉
社
・
２
０
１
０
）、
白
子
川
汚
濁
対
策
協
議
会
編

『
白
子
川
を
知
っ
て
い
ま
す
か
―
水
辺
再
生
に
向
け
て
』（
保
谷
市
総
務
部
防
災
課
・
１
９
９

４
）、
小
林
宏
一
著
・
発
行
『
大
栗
川
・
乞
田
川
―
流
域
の
水
と
文
化
』（
２
０
０
３
）、

近
藤
祐
著
『
呑
川
の
す
べ
て
―
東
京
の
忘
れ
ら
れ
た
二
級
河
川
の
物
語
』（
彩
流
社
・
２

０
１
９
）。

　

神
奈
川
県
の
河
川
は
、
相
模
川
を
始
め
、
鶴
見
川
、
酒
匂
川
か
ら
里
川
を
連
ね
て

い
る
。
神
奈
川
県
高
校
地
理
部
会
編
『
か
な
が
わ
の
川
（
上
）
―
帷
子
川
・
鶴
見
川
・

大
岡
川
・
境
川
・
粕
尾
川
・
引
地
川
』（
神
奈
川
新
聞
社
・
１
９
９
０
）、
同
『
か
な
が
わ

の
川
（
下
）
―
相
模
川
・
金
目
川
・
酒
匂
川
・
早
川
』（
神
奈
川
新
聞
社
・
１
９
９
０
）。

　

足
柄
の
歴
史
再
発
見
ク
ラ
ブ
編
・
発
行
『
新
編　

富
士
山
と
酒
匂
川
』（
２
０
１
９
）、

川
と
み
ず
文
化
研
究
会
編
・
発
行
『
横
浜
ふ
る
さ
と
和
泉
川
』（
１
９
９
３
）、
神
奈
川
県

都
市
部
編
・
発
行
『
ぶ
ら
っ
と
相
模
川
―
訪
ね
て
み
よ
う　

今
む
か
し
』（
１
９
９
２
）、

神
奈
川
新
聞
社
編
・
発
行
『
相
模
川
の
魚
た
ち
』（
１
９
８
６
）、
久
米　

準
著
『
境
川
を

歩
こ
う
』（
２
３
０
ク
ラ
ブ
新
聞
社
・
１
９
９
６
）。
鶴
見
川
舟
運
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
・

発
行
『
鶴
見
川
に
和
舟
を
浮
か
べ
ま
し
た
！
』（
２
０
１
１
）。

中
部
地
方
の
里
川

　

新
潟
県
の
三
面
川
は
、
サ
ケ
の
自
然
孵
化
増
殖
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
川
で

あ
る
。
横
川
健
著
『
三
面
川
の
鮭
』（
朝
日
新
聞
社
・
２
０
０
５
）、
須
藤
和
夫
著
『
三
面

川
サ
ケ
物
語
』（
朔
風
社
・
１
９
８
５
）、
磯
部
定
治
著
『
魚
野
川
物
語
―
人
間
の
喜
び
、

哀
し
み
』（
野
島
出
版
・
１
９
８
５
）、
戸
門
秀
雄
著
『
川
漁
―
越
後
魚
野
川
の
伝
統
漁
と

釣
り
』（
農
文
協
・
２
０
２
１
）、
阿
賀
に
生
き
る
製
作
委
員
会
編
・
発
行
『
阿
賀
野
川
の

河
道
の
変
遷
』（
１
９
９
０
）、
同
『
阿
賀
野
川
と
新
潟
水
俣
病
』（
１
９
９
２
）、
映
画
「
阿

賀
に
生
き
る
」
ス
タ
ッ
フ
編
『
焼
い
た
サ
カ
ナ
も
泳
ぎ
だ
す
―
映
画
「
阿
賀
に
生
き

る
」
製
作
記
録
』（
記
録
社
・
１
９
９
２
）。

　

中
川
達
・
島
原
義
三
郎
共
編
『
鼬
川
の
記
憶
―
富
山
市
を
貫
流
す
る
川
』（
桂
書
房
・

２
０
０
４
）、
千
保
川
を
語
る
会
編
『
千
保
川
の
記
憶
―
高
岡
市
を
流
れ
る
』（
桂
書
房
・

２
０
０
９
）、
中
島
博
昭
著
『
犀
川 

川
筋
も
の
が
た
り
』（
ほ
お
ず
き
書
房
・
２
０
１
０
）、

北
圀
新
聞
社
編
集
局
編
『
お
と
こ
川
お
ん
な
川
―
犀
川
・
浅
野
川
』（
時
鐘
舎
・
２
０
０

６
）、
ギ
ン
ザ
カ
メ
ラ
グ
ル
ー
プ
・
写
真
『
甲
斐
の
ふ
る
さ
と　

笛
吹
川
』（
山
梨
日
日
新

聞
社
・
１
９
７
１
）、
安
田
武
義
著
『
笛
吹
川
紀
行
』（
山
梨
日
日
新
聞
社
出
版
局
・
１
９
９

全
国
の
里
川
を

　
　
歩
い
て
み
よ
う
！

水
の
文
化
書
誌 
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５
）、
田
中
欣
一
編
『
水
よ
語
れ
―
日
本
百
名
水
・
姫
川
源
流
』（
銀
河
書
房
・
１
９
８
９
）、

市
川
健
夫
・
文
『
梓
・
犀
川
・
姫
川
』（
信
濃
路
・
１
９
７
４
）、
オ
フ
ィ
ス
ト
Ｐ
＆
Ｐ
著

『
千
曲
川
も
の
が
た
り
』（
郷
土
出
販
社
・
１
９
９
２
）、
神
通
川
む
か
し
歩
き
編
集
委
員
会

編
『
神
通
川
む
か
し
歩
き
』（
桂
書
房
・
２
０
１
６
）、
岐
阜
県
揖
斐
川
町
編
・
発
行
『
い

び
が
わ
』（
１
９
８
３
）。
湿
地
帯
が
広
が
る
西
美
濃
地
方
は
伏
流
水
が
湧
き
出
し
、
イ
ト

ヨ
が
棲
息
す
る
。
森
誠
一
著
『
ト
ゲ
ウ
オ
の
い
る
川
―
淡
水
の
生
態
系
を
守
る
』（
中
央

公
論
社
・
１
９
９
７
）
が
あ
る
。

　

富
士
山
の
雪
が
、
柿
田
川
で
湧
出
す
る
。
関
野
真
紀
子
著
『
柿
田
川
―
湧
水
の
神

秘
と
川
の
今
昔
』（
関
野
景
子
・
１
９
９
３
）、
漆
畑
信
昭
著
『
柿
田
川
の
自
然　

泉
の
生

物
た
ち
』（
柿
田
川
自
然
保
護
の
会
・
１
９
８
６
）、
同
『
柿
田
川
の
自
然
』（
そ
し
え
て
・
１

９
９
１
）。

　

静
岡
新
聞
社
編
・
発
行
『
新
狩
野
川
紀
行
』（
１
９
９
６
）、
広
正
義
編
『
矢
作
川
の
自

然
』（
名
古
屋
女
学
院
短
期
大
学
生
活
科
学
研
究
所
・
１
９
６
３
）、
三
津
井
宏
・
池
田
芳
雄
共

編
『
矢
作
川
の
自
然
を
歩
く
』（
風
媒
社
・
１
９
９
３
）、
木
下
恒
雄
著
・
発
行
『
気
田
川

も
の
が
た
り
―
天
竜
川
水
系
』（
１
９
８
６
）、
小
林　

元
著
『
香
流
川
物
語
』（
愛
知
県
郷

土
資
料
刊
行
会
・
１
９
７
７
）。

　

堀
川
は
人
工
の
川
で
あ
る
が
、
名
古
屋
に
貴
重
な
水
辺
に
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

中
日
新
聞
本
社
社
会
部
編
『
堀
川
物
語
―
名
古
屋
城
と
と
も
に
四
百
年
』（
中
日
新
聞
本

社
・
１
９
８
６
）、
森
哲
郎
著
『
堀
川
を
清
流
に
し
よ
う
！ 

堀
川
ま
ん
が
図
鑑
』（
鳥
影

社
・
２
０
０
０
）、
末
吉
順
治
著
『
堀
川
沿
革
誌
―
名
古
屋
開
府
四
百
年
』（
愛
知
県
郷
土
資

料
刊
行
会
・
２
０
０
０
）。

　

合
瀬
川
の
清
流
を
取
り
も
ど
す
会
編
・
発
行
『
合
瀬
川
』（
１
９
９
１
）、「
穂
積
の
川

を
訪
ね
て
み
よ
う
」
編
集
委
員
会
編
『
穂
積
の
川
を
訪
ね
て
み
よ
う
』（
穂
積
町
教
育
委

員
会
・
２
０
０
０
）、
田
口
茂
男
著
『
サ
ツ
キ
マ
ス
の
い
た
川
―
長
良
川
の
記
録
』（
草
土

文
化
・
１
９
９
１
）。

近
畿
地
方
の
里
川

　

近
畿
地
方
の
里
川
も
ま
た
、
自
然
が
豊
富
な
銚
子
川
、
伊
川
、
五
十
鈴
川
、
湊
川
、

真
野
川
な
ど
が
あ
る
。
宇
江
敏
勝
著
『
熊
野
川
―
伐
り
・
筏
師
・
船
師
・
材
木
商
』

（
新
宿
書
房
・
２
０
０
７
）、
内
山
り
ゅ
う
著
『
青
の
川
―
奇
跡
の
清
流
・
銚
子
川
（
写

真
集
）』（
山
と
渓
谷
社
・
２
０
１
８
）、
田
中
利
美
著
『
武
庫
川
紀
行
―
流
域
の
近
・
現

代
模
様
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
・
２
０
１
０
）、
法
西
浩
著
『
武
庫
川　

生
き
も

の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
』（
２
０
１
６
）、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ブ
ッ
ク
ス
編
集
委
員
会
編
『
ふ
る
さ

と
の
川
紀
行
―
明
石
川
・
加
古
川
・
六
甲
山
水
系
』（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
・
２

０
０
９
）、
柳
澤
忠
著
『
加
古
川
の
流
れ
』（
建
設
省
姫
路
工
事
事
務
所
・
１
９
８
０
）、
同

『
船
場
川
の
流
れ
』（
柳
澤
忠
・
１
９
８
２
）、
高
井
薫
著
『
揖
保
川
―
矢
田
川
を
歩
く
―

神
々
に
誘
わ
れ
瀬
戸
内
海
か
ら
日
本
海
ま
で
』（
吉
備
人
出
版
・
２
０
０
４
）、
伊
川
流
域

研
究
会
編
・
発
行
『
伊
川
―
自
然
と
人
の
か
か
わ
り　

流
域
６
万
人
の
バ
イ
オ
リ
ー

ジ
ョ
ン
』（
２
０
１
２
）、
島
田
謹
介
著
『
五
十
鈴
川
（
写
真
集
）』（
広
済
堂
出
版
・
１
９

６
９
）。

　

吉
村
仙
二
郎
・
写
真
／
瀬
川
欣
一
・
文
『
琵
琶
湖
源
流　

野
洲
川
紀
行
』（
サ
ン
ラ
イ

ズ
印
刷
出
版
部
・
１
９
９
６
）、
登
尾
明
彦
著
『
湊
川
を
、
歩
く
』（
み
ず
の
わ
出
版
・
２
０
０

１
）、
藤
岡
正
著
『
大
和
川
水
紀
行
―
流
域
か
ら
水
を
考
え
る
』（
遊
絲
社
・
２
０
０
４
）、

「
わ
た
し
た
ち
の
大
和
川
」
研
究
会
編
・
発
行
『
わ
た
し
た
ち
の
大
和
川
』（
１
９
９
９
）、

河
川
生
態
学
研
究
会
木
津
川
研
究
ク
ル
ー
プ
編
『
木
津
川
で
あ
そ
ぼ
う
！ 

ま
な
ぼ

う
！
』（
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
・
２
０
１
０
）、
長
谷
正
紀
編
『
紀
の
川
散
歩
27

コ
ー
ス
』（
山
川
出
販
社
・
２
０
０
２
）、
カ
ワ
セ
ミ
自
然
の
会
編
・
発
行
『
真
野
川
自
然

探
検
』（
１
９
９
８
）、
山
根
猛
著
『
琵
琶
湖
の
漁
業
い
ま
・
む
か
し
』（
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
販
・

２
０
１
７
）、
照
井
四
郎
著
『
紀
の
国
の
川
』（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
・
１
９
９
２
）。

　

御
勢
久
右
衛
門
編
著
『
大
和
吉
野
川
の
自
然
学
』（
ト
ン
ボ
出
版
・
２
０
０
２
）、
野
生

生
物
を
調
査
研
究
す
る
会
編
・
発
行
『
生
き
て
い
る
大
和
川
』（
２
０
０
５
）、
同
『
生

き
て
い
る
猪
名
川
』（
１
９
９
９
）、
同
『
生
き
て
い
る
由
良
川
』（
２
０
１
０
）、
亀
岡
市

文
化
資
料
館
編
・
発
行
『
大
堰
川
の
歴
史
』（
１
９
８
７
）、
浅
野
喜
市
著
『
四
季 

京
の

川
（
写
真
集
）』（
京
都
書
院
・
１
９
８
７
）、
京
都
滋
賀
自
然
観
察
会
著
『
糺
の
森
／
鴨

川
』（
京
都
新
聞
社
・
１
９
９
４
）、
横
山
健
蔵
著
『
京
都　

鴨
川
（
写
真
集
）』（
光
村
推
古

書
院
・
１
９
９
７
）、
鈴
木
康
久
・
西
野
由
紀
共
編
『
京
都
鴨
川
探
訪
―
絵
図
で
よ
み
と

く
文
化
と
景
観
』（
人
文
書
院
・
２
０
１
１
）、
同
『
京
都
宇
治
川
探
訪
』（
人
文
書
院
・
２

０
０
７
）。

中
国
地
方
の
里
川

　

中
国
地
方
の
里
川
は
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
袋
川
、
高
津
川
、
錦
川
、
厚

東
川
、
藍
場
川
な
ど
が
あ
る
。
倉
安
川
研
究
会
編
・
発
行
『
倉
安
川
の
歴
史
』（
２
０

０
９
）、
田
中
貢
著
『
袋
川
』（
鳥
取
市
教
育
福
祉
振
興
会
・
１
９
７
６
）、
永
田
滋
史
編

『
神
戸
川
探
訪
』（
出
雲
市
教
育
委
員
会
・
１
９
９
７
）、
澄
川
喜
一
著
『
高
津
川
と
錦
川
』

（
形
文
社
・
１
９
９
９
）、
山
田
長
爾
著
『
錦
川
志
』（
岩
国
徴
古
館
・
１
９
７
３
）、
平
生
町

教
育
委
員
会
編
『
天
井
川
を
流
れ
る
川
―
お
お
う
ち
が
わ
』（
山
口
県
土
木
建
築
部
河
川

課
・
不
明
）、
迫
田
明
著
・
発
行
『
防
長
源
流
行
１ 

長
門
源
流
行
（
上
）』（
１
９
９
３
）、

下
野
岩
太
著
・
発
行
『
太
田
川
も
の
が
た
り
』（
１
９
７
４
）、
太
田
川
・
福
祉
の
川
づ

く
り
交
流
会
編
・
発
行
『
み
ん
な
で
太
田
川
を
歩
こ
う
―
上
流
か
ら
下
流
ま
で
』（
１

９
９
９
）。

　

吉
沢
利
忠
・
文
『
旭
川
』（
山
陽
新
聞
社
・
１
９
９
６
）、
岡
山
県
小
学
校
教
育
研
究
会

社
会
科
部
会
編
『
お
か
や
ま
の
川
旭
川
』（
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
・
１
９
８
２
）、
同
『
お

か
や
ま
の
川
吉
井
川
』（
同
）、
同
『
お
か
や
ま
の
川
高
梁
川
』（
同
）、
な
ん
ば
み
ち
こ
・

詩
／
宮
本
邦
男
・
写
真
『
高
梁
川
流
域
の
四
季
』（
山
陽
新
聞
社
・
１
９
９
６
）、
宇
部
地

方
研
究
会
編
・
発
行
『
厚
東
川
の
果
た
し
た
役
割
―
水
と
わ
た
し
た
ち
』（
２
０
０
２
）、

石
塚
尊
俊
著
『
大
梶
七
兵
衛
と
高
瀬
川
』（
出
雲
市
教
育
委
員
会
・
１
９
８
７
）、
島
根
大
学

「
斐
伊
川
百
科
」
編
集
委
員
会
編
『
斐
伊
川
百
科
』（
今
井
書
店
・
２
０
１
５
）、
一
畑
グ
ル

ー
プ
鉄
道
編
・
発
行
『
み
ん
な
の
宍
道
湖
』（
２
０
０
２
）、
成
瀬
敏
郎
ほ
か
著
『
出
雲
の

山
・
川
・
平
野
・
海
岸
』（
高
浜
印
刷
・
２
０
１
４
）、
萩
市
郷
土
博
物
館
編
・
発
行
『
藍

場
川
の
む
か
し
と
い
ま
』（
１
９
９
９
）、
双
三
教
育
研
究
所
へ
き
地
部
会
編
『
江
の
川
』

（
安
宗
印
刷
・
１
９
８
０
）。

四
国
地
方
の
里
川

　

四
国
四
県
を
貫
流
す
る
吉
野
川
が
流
れ
、
特
徴
の
あ
る
那
賀
川
、
土
器
川
、
重
信

川
、
肱
川
の
各
河
川
は
自
然
の
残
る
里
川
を
人
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
。
三

好
和
義
著
『
ぼ
く
の
ふ
る
さ
と 

阿
波
吉
野
川
（
写
真
集
）』（
小
学
館
・
１
９
９
８
）、
岩

佐
敏
雄
著
『
那
賀
川
へ
の
想
い
』（
徳
島
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
・
１
９
９
３
）、
名

水
百
選
の
江
川
編
集
委
員
会
編
『
名
水
百
選
の
江
川
』（
鴨
島
町
教
育
委
員
会
・
１
９
８
０
）、

細
川
内
ダ
ム
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
ぐ
ら
ふ
那
賀
川
―
人
と
、
く
ら
し
と
、
阿
波

の
八
郎
』（
１
９
９
０
）、
同
『
ぐ
ら
ふ
那
賀
川
（
Ⅱ
）
―
歴
史
、
文
化
、
阿
波
の
八
郎
』

（
１
９
９
２
）、
同
『
ぐ
ら
ふ
那
賀
川
（
Ⅲ
）
―
こ
の
人
、
こ
の
技
、
阿
波
の
八
郎
』（
１

９
９
５
）、
建
設
省
香
川
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
わ
れ
ら
土
器
川
探
検
隊
』（
１
９
９

４
）、
峠
の
会
編
・
発
行
『
讃
岐
の
水
車
』（
１
９
８
８
）、
大
矢
忠
安
著
・
発
行
『
財
田

川
の
水
系
の
水
車
』（
１
９
８
１
）。

　

愛
媛
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
重
信
川
周
辺
の
泉
と
そ
の
生
物
』（
１
９
９
４
）、
同

『
重
信
川
周
辺
の
泉
と
そ
の
生
物
Ⅱ
』（
１
９
９
５
）、
藤
島
弘
純
編
『
重
信
川
の
自
然
』

（
創
風
社
出
版
・
２
０
０
１
）、
重
信
川
の
自
然
を
は
ぐ
く
む
会
編
『
思
い
出
は
重
信
川
と

と
も
に
』（
松
山
河
川
国
道
事
務
所
・
２
０
０
４
）、
中
村
英
利
子
編
『
肱
川
紀
行
』（
ア
ト
ラ

ス
出
版
・
１
９
９
９
）、
有
友
正
本
編
著
『
肱
川
』（
ア
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
・
２
０
０
９
）、
名
越

利
幸
監
修
『
肱
川
あ
ら
し
』（
愛
媛
県
大
洲
市
・
２
０
１
５
）、
河
野
達
郎
・
写
真
『
ひ
じ

か
わ
の
詩
―
大
洲
風
景
賛
歌
』（
お
お
ず
街
な
か
再
生
館
・
２
０
１
６
）、
三
好
五
良
著
・
発

行
『
川
あ
り
て　

橋
あ
り
て　

私
の
鏡
川
（
写
真
集
）』（
１
９
９
２
）、
高
知
県
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
研
究
会
編
『
か
が
み
が
わ
市
民
読
本
』（
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
・
１
９
８

６
）、
高
橋
宣
之
著
『
土
佐
仁
淀
川
の
四
季　

美
し
い
川
写
真
集
』（
小
学
館
・
１
９
９
６
）、

高
知
県
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
編
・
発
行
『
土
佐
の
川　

西
部
編
』（
１
９
９
２
）、

同
『
土
佐
の
川　

中
東
部
編
』（
１
９
９
１
）、
吉
野
川
渡
し
研
究
会
編
・
発
行
『
吉
野
川

渡
し
場
周
辺
の
石
造
物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
２
０
１
２
）。

九
州
・
沖
縄
地
方
の
里
川

　

北
九
州
市
、
福
岡
市
内
を
流
れ
る
河
川
は
二
級
河
川
が
多
く
、
里
川
と
し
て
、
市

民
の
憩
い
の
場
を
形
成
す
る
。
橋
本
昭
雄
著
『
紫
川
に
ア
ユ
戻
る
―
紫
川
汚
濁
史
研

究
』（
紫
川
に
ア
ユ
を
呼
び
戻
す
会
・
１
９
８
８
）、
紫
川
を
愛
す
る
会
20
周
年
記
念
誌
編
集

委
員
会
編
・
発
行
『
紫
川
を
愛
す
る
会
・
20
周
年
記
念
誌
』（
２
０
０
９
）、
福
岡
県
立
北

九
州
高
等
学
校　

魚
部
編
・
発
行
『
紫
川
大
図
鑑
』（
２
０
１
１
）、
倉
掛
晴
美
著
『
サ
ケ

よ
ふ
る
さ
と
の
川
へ
（
遠
賀
川
へ
）』（
石
風
社
・
２
０
０
３
）、
副
田
翠
峰
著
『
樋
井
川
の

四
季
』（
里
文
庫
・
１
９
８
２
）。
柴
田
正
美
著
『
室
見
川
』（
西
日
本
新
聞
社
・
２
０
０
２
）。

　

次
の
河
川
は
、
筑
後
川
に
流
れ
込
む
。
小
川
喬
義
著
・
発
行
『
久
留
米
市
ふ
る
さ

と
の
川
―
高
良
川
・
筒
川
・
池
町
川
』（
２
０
０
６
）、
古
賀
信
夫
編
『
ひ
と
つ
の
川
か
ら

見
え
る
も
の
―
高
良
川
流
域
か
ら
』（
久
留
米
の
自
然
を
守
る
会
・
２
０
０
８
）、
佐
藤
悦
子

著
『
ふ
る
さ
と
の
川　

城
原
川
―
ダ
ム
に
拠
ら
な
い
治
水
を
探
る
』（
書
肆
草
茫
々
・
２

０
０
７
）、
佐
賀
県
土
木
部
編
・
発
行
『
田
手
川
の
生
態
系
調
査
と
多
自
然
型
工
法
』（
１

９
９
３
）。

　

長
崎
の
里
川
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
自
然
の
会
編
・
発
行
『
さ
せ
ぼ
の
川
―
相
浦
川
・

佐
世
保
川
・
日
宇
川
』（
２
０
０
３
）、
佐
々
川
自
然
環
境
研
究
会
編
『
佐
々
川
―
歴
史
・

自
然
・
風
物
』（
長
崎
県
佐
々
町
・
１
９
９
９
）、
片
寄
俊
秀
・
村
田
明
久
編
著
『
長
崎
・

中
島
川
と
石
橋
群
』（
観
光
資
源
保
護
財
団
・
１
９
７
７
）、
中
島
川
復
興
委
員
会
・
日
本
リ

ア
リ
ズ
ム
写
真
集
団
長
崎
支
部
編
・
発
行
『
写
真
集　

長
崎
の
母
な
る
川
―
中
島
川

と
石
橋
群
』（
１
９
８
３
）
が
あ
る
。

　

く
ま
も
と
元
気
実
行
委
員
会
編
・
発
行
『
坪
井
川
武
蔵
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｋ 
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｅ
』（
２

０
０
３
）、
川
辺
川
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
川
辺
川
の
四
季
』（
１
９
８
３
）、
寺
田
義

久
著
『
清
流
水
俣
川
―
治
水
・
利
水
・
親
水
が
と
も
に
あ
る
世
界
』（
農
文
協
プ
ロ
ダ
シ

ョ
ン
・
２
０
１
９
）、
宮
崎
県
北
川
町
教
育
委
員
会
編
・
発
行
『
清
流
北
川
・
祝
子
川
を

守
ろ
う
』（
１
９
９
３
）、
宮
崎
県
土
木
部
河
川
課
編
・
発
行
『
も
っ
と
知
り
た
い
！ 
広

渡
川 

酒
谷
川
』（
２
０
０
２
）、
栄
喜
久
元
著
『
か
ご
し
ま
・
川
紀
行
』（
春
苑
堂
出
版
・
１

９
９
４
）、
久
本
勝
紘
編
著
『
メ
ダ
カ
の
棲
め
る
甲
突
川
に
―
メ
ダ
カ
の
学
校
か
ご
し

ま
30
年
史
』（
メ
ダ
カ
の
学
校
か
ご
し
ま
・
２
０
２
０
）、
下
堂
園
純
治
・
写
真
『
甲
突
川
の

詩
』（
南
洲
出
版
・
１
９
９
５
）、
鹿
児
島
県
立
博
物
館
編
・
発
行
『
別
府
川
の
自
然
』（
１

９
９
４
）、
建
設
省
大
隅
工
事
事
務
所
編
・
発
行
『
肝
属
川
と
仲
間
た
ち
』（
１
９
９
９
）、

新
満
益
雄
著
・
発
行
『
肝
属
川
の
思
い
出
』（
２
０
０
３
）、
川
原
園
井
堰
映
像
記
録
製
作

委
員
会
編
・
発
行
『
柴
井
堰
と
生
き
る
』（
２
０
１
７
）、
鹿
児
島
大
学
生
物
多
様
性
研
究

会
編
『
奄
美
群
島
の
水
生
生
物
―
山
か
ら
海
へ
』（
南
方
新
社
・
２
０
１
９
）。

　

沖
縄
の
里
川
を
挙
げ
て
み
る
。
幸
地
良
仁
著
『
お
き
な
わ
の
川
―
比
謝
川
・
数
久

田
川
・
源
河
川
・
平
南
川
な
ど
』（
む
ぎ
社
・
１
９
９
２
）、
同
『
沖
縄
の
川
魚
―
ト
ー
イ

ユ
か
ら
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
ま
で
』（
沖
縄
出
版
・
１
９
９
１
）、
諸
喜
田
茂
充
・
池
原
貞

雄
編
著
『
琉
球
の
清
流
―
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ア
ユ
が
す
め
る
川
を
未
来
へ
』（
沖
縄
出
版
・

１
９
９
４
）、
沖
縄
の
水
研
究
会
編
・
発
行
『
お
き
な
わ
の
水
も
の
が
た
り
』（
１
９
９
１
）。

そ
れ
ぞ
れ
南
国
的
な
魚
が
棲
め
る
川
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
全
国
の
里
川
に
つ
い
て
、
２
０
０
ほ
ど
挙
げ
て
き
た
。
最
後
に
、
大
穂
耕
一

郎
著
『
春
の
小
川
で
フ
ナ
を
釣
る
―
田
ん
ぼ
と
用
水
路
と
魚
た
ち
の
今
』（
ま
つ
や
ま
書

房
・
２
０
０
１
）
を
掲
げ
る
。
こ
の
表
紙
に
は
、
ま
だ
都
市
化
が
進
ん
で
い
な
い
田
園

に
そ
の
な
か
の
一
筋
の
小
さ
な
川
で
長
靴
の
人
が
、
フ
ナ
を
釣
り
上
げ
た
姿
が
描
か

れ
て
い
る
。
田
ん
ぼ
と
用
水
路
と
川
が
つ
な
が
っ
て
お
り
、
田
の
溝
に
は
小
鮒
が
群

れ
を
な
す
、
典
型
的
な
里
川
の
風
景
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
里
川
と
い
う
名
の
川
が
、
茨
城
県
久
慈
郡
、
三
重
県
熊
野
市
、
滋
賀
県

甲
賀
郡
、
京
都
府
綴
喜
郡
、
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
、
愛
媛
県
西
宇
和
郡
、
佐
賀
県
伊

万
里
市
、
長
崎
県
北
松
浦
郡
に
８
つ
流
れ
て
い
る
。
里
川
は
至
る
と
こ
ろ
に
流
れ
て

い
る
。
山
頭
火
の
よ
う
に
歩
き
た
く
な
っ
て
き
た
。

　
〈
あ
の
水
こ
の
水
の
天
竜
と
な
る
水
音
〉 （
種
田
山
頭
火
）


